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事業局　救護・福祉部

日赤災害医療コーディネートの充実強化

日赤の総合力を活かした�
日赤災害医療コーディネートチームの充実強化

　日赤の医療救護の特色は、超急性期におけるアセスメントや医療救護から慢性期における被災者の健康支
援活動にいたるまで、ニーズの内容に変化が生じつつも日赤の支援が必要とされる状況に対して活動を継続
するところにある。
　各フェーズにおいて活動内容や協働する機関・団体も変化するため、フェーズ毎の状況に的確に応じたコー
ディネーションが必要。
　また、日赤が他の医療機関と大きく異なる組織的特徴は、「日赤都道府県支部」を有していることであり、
支部の有する行政とのパイプ、地元のボランティア組織など、日赤としての有形無形のリソースを総合的に
利用することによりコーディネーション能力を更に強化できる潜在力を有する。
　このフォーラムにおいては熊本地震災害対応の検証を踏まえ、被災者にとってより効果的・効率的な医療
救護活動を展開するため、実際の災害において調整に中心的な役割を果たしたコーディネーター等から当時
の具体的な調整内容や活動事例を報告してもらい、更に円滑なコーディネートの形を模索しつつ、意見交換
を通して関係者への理解促進を図り、今後実施する支部災対本部の標準化における日赤災害医療コーディ
ネートチームの位置づけ等への反映を目指すとともに、被災者へのより有効な医療活動の展開につなげてい
きたい。

企画・セッション　本社企画
10 月 23日（月）15:00 ～ 16:00　第 8会場（仙台国際センター　会議棟　1階　小会議室 1）


